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は
じ
め
に

平
成
22
年
10
月
か
ら
の
1
年
半
、
私
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア

北
部
の
灌
漑
農
業
の
振
興
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

従
事
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
初
め
て
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
技
術
協
力
に
お
い
て
、
主
に
３
カ
所
の
灌
漑

農
業
地
域
の
現
状
把
握
を
行
う「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
」

に
関
わ
っ
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
地
中
海
に
面
す
る
北
ア
フ
リ
カ
の

国
で
、
東
を
リ
ビ
ア
、
西
を
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
接
し
て

い
る
。
比
較
的
温
暖
な
気
候
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中

東
諸
国
の
避
暑
地
、
避
寒
地
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
で

は
、
エ
ジ
プ
ト
や
リ
ビ
ア
の
民
主
化
へ
と
波
及
し
た

「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
で
耳
目
を
集
め
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
や
小
麦
の
栽
培
を
中

心
と
し
た
農
業
が
主
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、フ
ラ
ン
ス
の
有
名
大
学
を
卒
業
し
た
者
な
ど
、様
々

な
分
野
に
お
い
て
優
秀
な
技
術
者
も
多
い
。
医
療
分
野

の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
手
術
を

受
け
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
訪
す
る

人
々
も
い
る
と
言
わ
れ
る
。

灌
漑
分
野
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
ダ
ム
や
水
路
の
建

設
実
績
を
有
し
て
お
り
、
技
術
者
に
は
、「
足
り
な
い

の
は
（
技
術
で
は
な
く
）
金
だ
け
だ
。」
と
豪
語
す
る

者
も
多
い
。
実
績
や
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、「
古
代
の
世
界
で
繁
栄
を
誇
っ
た
カ
ル
タ
ゴ

の
あ
っ
た
国
」
と
の
自
負
も
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
残
る
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の

時
代
（
ポ
エ
ニ
時
代
）
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
の
遺
跡

の
紹
介
を
通
し
て
、「
水
」
と
「
土
」
の
視
点
も
加
え

た
カ
ル
タ
ゴ
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
々
に
、
些
か
で
も

参
考
と
な
る
情
報
が
提
供
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
遺
跡
の
紹
介
に
先
立
ち
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
気

象
条
件
と
農
業
に
つ
い
て
概
括
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ

は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
遺
跡
を
理
解
す
る
上
で
、
地
域
の

降
水
量
な
ど
農
業
上
の
制
約
条
件
を
知
る
こ
と
も
有
用

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、遺
跡
の
紹
介
内
容
は
、

極
め
て
主
観
的
な
も
の
に
止
ま
る
こ
と
を
、
予
め
ご
承

知
お
き
願
い
た
い
。

上
図
は
、
今
回
紹
介
す
る
遺
跡
の
位
置
図
で
あ
る
。

４
カ
所
の
遺
跡
を
紹
介
す
る
が
、全
て
が
北
部
に
あ
る
。

上
図
の
背
景
地
図
に
は
、「
み
ん
な
の
地
球
地
図
」

の
土
地
被
覆
図
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在

の
お
お
ま
か
な
植
生
が
確
認
で
き
る
。
北
部
と
中
部
の

範
囲
の
み
示
す
が
、
中
部
は
オ
リ
ー
ブ
園
や
草
地
、
北

部
は
、
チ
ュ
ニ
ス
東
方
の
ボ
ン
岬
半
島
を
中
心
に
柑
橘

類
な
ど
の
樹
園
地
、
西
部
に
は
普
通
畑
が
多
く
分
布
す

る
。
北
西
部
の
海
沿
い
は
森
林
で
あ
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
降
水
量
と
農
業

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
、
雨
は
冬
季
に
集
中
し
、
夏
季
に

は
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
。
次
の
図
に
等
雨
量
線
図
と
地

域
区
分
を
示
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
北
部
地
域
が
概

ね
４
０
０
㎜
以
上
で
あ
り
、
北
西
部
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

今回紹介する遺跡位置図

海
外
レ
ポ
ー
ト

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
遺
跡
に
見
る
「
水
」
と
「
土
」

農
林
水
産
省　
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寄
り
で
最
も
多
く
な
る
。
南
へ
下
が
る
に
つ
れ
て
雨
は

少
な
く
な
り
、
南
部
と
中
部
の
境
で
は
概
ね
２
０
０
㎜

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
地
域
は
、
土
地
被
覆
図
で
も

示
さ
れ
る
と
お
り
、農
業
面
で
際
立
っ
た
違
い
が
あ
る
。

北
部
で
冬
季
の
降
雨
に
依
存
す
る
冬
小
麦
や
柑
橘
類
の

栽
培
、
中
部
は
オ
リ
ー
ブ
栽
培
や
牧
畜
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
オ
リ
ー
ブ
は
、
生
産
量
や
生
産
額
で
チ
ュ
ニ

ジ
ア
を
代
表
す
る
農
産
物
で
あ
る
。
南
部
は
ほ
と
ん
ど

砂
漠
で
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
程
度

で
あ
る
。

因
み
に
、
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
農
用
地
面
積
は
、

約
１
０
０
０
万
㌶
で
あ
り
、
国
土
面
積
（
約
16
万
㎢
）

の
約
６
割
を
占
め
る
。
う
ち
約
半
分
が
採
草
放
牧
地
で

あ
り
、
農
地
は
約
５
２
０
万
㌶
と
な
っ
て
い
る
。
休
閑

地
が
毎
年
約
80
万
㌶
ほ
ど
あ
り
、
実
質
的
に
農
作
物
が

栽
培
さ
れ
る
の
は
、
４
４
０
万
㌶
程
度
と
な
る
。
う
ち

半
分
強
の
２
４
０
万
㌶
は
樹
園
地
で
あ
る
。

カ
ル
タ
ゴ
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
農
用
地

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
降
水
量
が
比
較
的
多
い
北
部

が
主
た
る
農
業
地
域
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
中
部
で
は
、
現
在
も
浅
井
戸
に
よ
る
水

利
用
が
多
く
見
ら
れ
る
。
古
代
で
あ
っ
て
も
水
の
確
保

が
容
易
な
地
域
で
は
、
人
が
住
み
、
農
業
も
行
わ
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

カ
ル
タ
ゴ
遺
跡

カ
ル
タ
ゴ
遺
跡
は
、
首
都
チ
ュ
ニ
ス
の
約
12
㎞
東
方

に
あ
る
。
カ
ル
タ
ゴ
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
植
民
都
市

と
し
て
紀
元
前
９
世
紀
に
建
国
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

が
、中
東
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
本
国
が
衰
退
し
た
後
も
、

フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
交
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
と
さ
れ

る
。

上
の
図
は
、
カ
ル
タ
ゴ
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る

ポ
エ
ニ
時
代
の
想
像
図
で
あ
る
。
図
の
右
側
部
分
が
カ

ル
タ
ゴ
だ
が
、
こ
の
場
所
は
、
元
々
島
だ
っ
た
よ
う
で
、

三
方
向
か
ら
の
砂
州
で
陸
と
繋
が
っ
て
い
る
。
境
界
部

分
に
は
城
壁
が
あ
り
、
城
壁
内
の
南
側
が
都
市
部
と

な
っ
て
い
る
。
都
市
部
の
南
端
に
は
方
形
の
商
業
港
と

円
形
の
軍
港
が
あ
り
、
強
大
な
海
軍
力
を
有
し
た
交
易

国
家
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

左
の
写
真
は
、
当
時
の
軍
船
を
模
し
て
造
ら
れ
た
建

物
で
あ
る
。
チ
ュ
ニ
ス
の
北
の
ビ
ゼ
ル
ト
と
い
う
港
町

に
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
に
先
ず
驚
か
さ
れ
る
。
カ
ル

タ
ゴ
は
こ
の
よ
う
な
軍
船
を
数
百
隻
保
有
し
て
い
た
と

言
わ
れ
る
。
櫂
が
三
層
あ
る
い
は
五
層
に
な
っ
て
い
た

そ
う
で
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
主
要
貿
易
品
で
あ
る
ヨ
ル

ダ
ン
杉
で
作
ら
れ
た
ら
し
い
。

ポエニ時代の軍船を模した建物

ポエニ時代のカルタゴ想像図
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一
方
、
カ
ル
タ
ゴ
は
、
小
麦
の
生
産
な
ど
農
業
面
で

も
高
い
生
産
性
を
誇
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
前
頁
の
図

の
北
半
分
に
も
、
整
然
と
し
た
区
画
の
農
地
が
描
か
れ

て
お
り
、
農
業
国
と
し
て
の
一
面
も
示
さ
れ
て
い
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
ワ
イ
ン
に
「
マ
ゴ
ン
」
と
い
う
銘
柄
が

あ
る
が
、
こ
の
名
は
、
ポ
エ
ニ
時
代
の
カ
ル
タ
ゴ
の
有

名
な
農
学
者
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
農
学
者
、「
マ

ゴ
ン
」
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
法
な
ど
も
含
む
大
部
の
農
業

書
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

右
の
図
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
カ
ル
タ
ゴ
の
想
像
図
で

あ
る
。
カ
ル
タ
ゴ
は
、
紀
元
前
２
世
紀
に
ロ
ー
マ
と
の

戦
い
に
敗
れ
、
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
農
地

に
は
作
物
が
育
た
な
い
よ
う
に
塩
が
撒
か
れ
た
と
も
言

わ
れ
る
が
、
良
好
な
立
地
条
件
が
見
直
さ
れ
、
紀
元
後

に
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
と
し
て
再
興
さ
れ
て
い
る
。

商
業
港
や
軍
港
は
、
ロ
ー
マ
時
代
に
も
ほ
ぼ
昔
の
姿

の
ま
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
都
市
域
は
や
や
拡
張
さ

れ
、
今
に
遺
跡
の
残
る
円
形
闘
技
場
、
劇
場
な
ど
の
大

規
模
な
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
水
道
橋
や
貯
水
場

も
描
か
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、人
口
増
加
へ
の
対
応
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
が
、「
水
」
が
都
市
存
立
の
基
盤
だ
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
農
地
の
範
囲
も
拡
が
っ
て
い
る
。

こ
の
都
市
も
「
土
（
農
地
）」
と
共
に
あ
っ
た
。

左
の
写
真
は
、カ
ル
タ
ゴ
の
中
心
、「
ビ
ュ
ル
サ
の
丘
」

に
あ
る
ポ
エ
ニ
時
代
の
住
居
跡
（
手
前
）
と
そ
の
上
に

築
か
れ
た
ロ
ー
マ
時
代
の
建
造
物
（
後
方
）
で
あ
る
。

ポ
エ
ニ
時
代
の
住
居
跡
は
、
使
用
石
材
が
小
ぶ
り
で
は

あ
る
も
の
の
、
精
度
が
高
く
、
強
度
も
高
い
よ
う
に
見

え
る
。
ロ
ー
マ
時
代
の
構
造
物
は
、
規
模
が
大
き
い
一

方
で
、
迅
速
な
施
工
が
可
能
だ
っ
た
よ
う
だ
。

左
の
写
真
は
、
柱
か
壁
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
崩

壊
し
た
遺
跡
の
表
面
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー

マ
時
代
の
紀
元
２
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
「
ア
ン
ト
ニ
ヌ

ス
の
共
同
浴
場
」
の
も
の
だ
が
、
大
き
な
板
状
の
石
と

石
の
間
が
、
モ
ル
タ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
充
填
さ
れ
て

い
る
。
使
用
さ
れ
た
石
材
が
大
き
い
た
め
、
や
や
異
様

さ
を
感
じ
る
も
の
の
、
現
代
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
見

分
け
は
つ
け
難
い
。
遺
跡
内
に
は
何
ら
の
説
明
も
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、「
ロ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ロ
ー
マ
時
代
の
古
代
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、「
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
系
バ
イ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
」
と

定
義
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
系
の
現
代
コ
ン

ク
リ
ー
ト
よ
り
も
強
度
が
高
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

ビュルサの丘の住居跡とローマ時代の建造物

ローマン・コンクリート？

ローマ時代のカルタゴ想像図
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ケ
ル
ク
ア
ン
遺
跡

こ
の
遺
跡
は
、
ボ
ン
岬
半
島
の
先
端
部
に
あ
る
。
他

の
遺
跡
と
異
な
り
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
遺
構
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。
紀
元
前
４
世
紀
頃
に
何
ら
か
の
理

由
で
放
棄
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

右
の
写
真
は
、
展
示
施
設
内
に
あ
っ
た
遺
跡
の
復
元

模
型
で
あ
る
。
西
側
を
海
に
接
し
、
二
重
の
塀
で
囲
ま

れ
た
中
に
住
居
な
ど
が
建
つ
。
ガ
ラ
ス
工
房
や
陶
器
工

房
な
ど
も
確
認
さ
れ
、
職
人
と
商
人
の
町
だ
っ
た
と
さ

れ
る
。
道
路
や
宅
地
内
に
は
排
水
溝
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
空
地
は
農
地
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
の
写
真
は
、
住
居
の
中
庭
と
思
わ
れ
る
が
、
赤
味

が
か
っ
た
床
材
に
白
い
石
片
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
。
２
本
の
石
柱
の
手
前
に
は
白
い
模
様
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
が
信
仰
し

た
豊
穣
の
女
神
、「
タ
ニ
ト
神
」
を
示
す
印
で
あ
る
。

下
の
右
の
写
真
は
、
住
居
の
風
呂
場
の
跡
で
あ
る
。

塗
壁
が
あ
る
が
、
床
材
と
同
じ
く
、
粘
土
と
砂
利
、
石

灰
な
ど
を
混
ぜ
て
塗
り
固
め
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
２
３
０
０
年
以
上
を
経
過
し
た
今
で

も
、
ひ
び
割
れ
も
な
く
、
自
然
石
と
見
間
違
う
ほ
ど
の

強
度
を
保
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
赤
土
と
砂
利
、
消

石
灰
、
苦に
が
り渋

を
混
ぜ
て
作
る
「
三た

た

き
和
土
」
が
知
ら
れ
る

が
、こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

下
の
左
の
写
真
は
、
人
口
が
２
５
０
０
人
ほ
ど
の
こ

の
町
を
支
え
た
井
戸
の
よ
う
だ
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
植

民
都
市
は
、
浅
井
戸
な
ど
で
容
易
に
水
が
得
ら
れ
る
場

所
を
選
ん
で
立
地
し
た
と
言
わ
れ
る
。
ポ
エ
ニ
時
代
の

カ
ル
タ
ゴ
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ケルクアン遺跡の復元模型

住居の床に描かれた「タニト」の印

住居の風呂場跡浅井戸と思われる石組
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ド
ゥ
ッ
ガ
遺
跡

こ
こ
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
都
市
遺
跡
で
あ
り
、
チ
ュ

ニ
ス
か
ら
１
０
０
㎞
ほ
ど
西
の
内
陸
部
、
標
高
６
０
０

ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
あ
る
。
元
々
は
、
カ
ル
タ
ゴ
の
同

盟
国
で
あ
っ
た
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
王
国
の
都
市
と
し
て
栄
え

て
い
た
所
だ
と
言
わ
れ
る
。
カ
ル
タ
ゴ
と
ロ
ー
マ
の
戦

い
で
は
、
地
中
海
世
界
で
最
強
と
言
わ
れ
た
ヌ
ミ
デ
ィ

ア
騎
兵
が
活
躍
し
た
が
、
こ
の
遺
跡
の
劇
場
の
向
こ
う

側
に
は
、
今
に
も
騎
兵
軍
団
が
疾
駆
し
て
き
そ
う
な
雄

大
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
（
左
の
写
真
参
照
）。
遺

跡
周
辺
で
は
、オ
リ
ー
ブ
園
や
小
麦
畑
も
見
ら
れ
た
が
、

数
十
頭
の
山
羊
が
草
原
で
の
ん
び
り
草
を
食
べ
て
い
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
こ
は
、
年
降
水
量
が
５
０
０

㎜
前
後
だ
が
、
当
時
も
牧
畜
主
体
の
地
域
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

余
談
に
な
る
が
、
第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
争
で
ロ
ー
マ
側

の
勝
利
を
決
定
づ
け
た
会
戦
の
地
「
ザ
マ
」
は
、
こ
の

遺
跡
か
ら
ほ
ど
近
い
位
置
に
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
は
、

ロ
ー
マ
側
の
懐
柔
策
に
よ
る
の
か
、
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
騎
兵

は
、
カ
ル
タ
ゴ
、
ロ
ー
マ
の
両
軍
に
加
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

左
の
写
真
は
、
遺
跡
の
西
の
端
に
あ
る
神
殿
の
遺
構

で
あ
る
。
こ
こ
に
祀
ら
れ
た
神
は
、「
カ
エ
レ
ス
テ
ィ

ス
神
」
と
呼
ば
れ
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
「
タ
ニ
ト
神
」

が
ロ
ー
マ
の
女
神
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
信
仰
さ
れ
て

い
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
国
は
滅
ん
で
も
、
そ
こ
に
暮

ら
し
て
い
た
人
々
と
そ
の
信
仰
は
生
き
続
け
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ド
ゥ
ッ
ガ
遺
跡
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
も
保
存
状
態
の

良
い
遺
跡
と
さ
れ
、
カ
ル
タ
ゴ
遺
跡
や
ケ
ル
ク
ア
ン
遺

跡
と
同
じ
く
、「
世
界
遺
産
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
紀
元
２
世
紀
か
ら
４
世
紀
頃
に
栄
え
、
人
口

１
万
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
都
市
を

支
え
て
い
た
水
道
や
大
き
な
貯
水
場
な
ど
の
ほ
か
、
一

部
に
ロ
ー
マ
時
代
以
前
の
遺
構
も
残
り
、
見
ど
こ
ろ
が

多
い
。
現
代
風
の
手
洗
い
場
が
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
、
道

路
下
の
排
水
管
の
石
製
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど
は
、
千
数

百
年
前
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
モ
ダ
ン
で
あ
る
。

た
だ
、
遺
跡
の
築
造
技
術
は
、
規
模
が
や
や
小
さ
い
た

め
か
、
ポ
エ
ニ
時
代
の
カ
ル
タ
ゴ
に
近
い
も
の
を
感
じ

る
。左

の
写
真
は
、
市
場
跡
の
近
く
に
あ
る
小
規
模
な
貯

水
タ
ン
ク
で
あ
る
。
天
井
部
分
が
崩
落
し
て
い
る
こ
と

で
、
四
角
す
い
の
形
状
に
加
工
さ
れ
た
石
を
用
い
て
タ

ン
ク
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

ドゥッガ遺跡の劇場跡

カエレスティス神殿

貯水タンク
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ザ
グ
ー
ア
ン
の
水
道
橋

次
の
写
真
は
、
ザ
グ
ー
ア
ン
の
泉
（
水
道
水
源
）
付

近
か
ら
北
の
カ
ル
タ
ゴ
へ
と
延
び
る
水
道
橋
の
遺
跡
で

あ
る
。
ロ
ー
マ
時
代
の
建
造
物
だ
が
、
増
加
し
た
カ
ル

タ
ゴ
の
人
口
を
支
え
る
た
め
、
建
設
が
不
可
欠
だ
っ
た

施
設
で
あ
る
。
水
道
橋
の
高
さ
は
、
水
源
付
近
で
は
せ

い
ぜ
い
５
ｍ
程
度
だ
が
、
更
に
下
流
に
向
か
う
と
、
10

ｍ
を
超
え
る
高
さ
の
部
分
も
あ
る
。
地
形
条
件
に
よ
り

地
下
に
潜
っ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
こ
の
水
道
橋
は
、

ア
ラ
ブ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
補
修
さ
れ
、
使
わ
れ
続

け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ザ
グ
ー
ア
ン
の
泉
を
訪
れ
た
際
、
車
に
ポ
リ
タ
ン
ク

を
積
み
、
水
汲
み
に
来
て
い
る
人
が
い
た
。
お
い
し
い

水
な
の
で
定
期
的
に
来
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
泉
の
方

は
、
現
在
も
健
在
で
あ
っ
た
。

左
の
写
真
は
、
崩
落
し
た
箇
所
で
の
水
道
橋
の
断
面

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、ア
ー
チ
の
連
続
す
る
橋
梁
部
分
、

そ
の
上
の
水
路
部
分
、
そ
し
て
最
上
部
の
蓋
部
分
で
使

用
材
料
が
異
な
る
の
が
わ
か
る
。
橋
梁
部
分
は
、
そ
の

下
の
橋
台
（
橋
脚
）
部
分
と
も
や
や
異
な
る
が
、
外
面

に
少
し
大
き
い
石
材（
橋
台
部
分
は
更
に
大
き
い
も
の
）

が
使
わ
れ
、
内
部
は
、
石
を
混
入
し
た
材
料
で
充
填
さ

れ
て
い
る
。
水
路
部
分
は
、
外
面
に
や
や
小
ぶ
り
の
石

が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
充
填
材
に
は
大
き
な

骨
材
は
見
あ
た
ら
ず
、
橋
梁
部
分
と
は
配
合
が
異
な
る

よ
う
だ
。
最
上
部
は
、
ド
ゥ
ッ
ガ
遺
跡
の
貯
水
タ
ン
ク

に
良
く
似
た
つ
く
り
だ
が
、
石
材
（
レ
ン
ガ
？
）
の
加

工
精
度
は
こ
ち
ら
の
方
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
水
道
橋
は
、
築
造
か
ら
１
８
０
０
年
ほ
ど
経
過

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
築
造
す
る
部
分
の
目
的
に

応
じ
て
設
計
の
考
え
方
を
変
え
て
い
た
よ
う
で
、
実
に

興
味
深
い
。

水
路
断
面
は
、
写
真
の
箇
所
で
は
人
が
何
と
か
歩
け

る
ほ
ど
の
大
き
さ
の
矩
形
だ
が
、
卵
形
管
の
よ
う
な
形

状
の
箇
所
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
縦
断
勾
配
は
、
概
ね

０
・
15
パ
ー
ミ
ル
（
１
０
０
０
ｍ
に
つ
き
15
㎝
）
だ
そ

う
だ
。
測
量
技
術
、
施
工
技
術
が
相
当
に
高
い
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
証
左
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

ザ
グ
ー
ア
ン
か
ら
チ
ュ
ニ
ス
へ
と
向
か
う
道
路
は
、

大
き
な
水
路
の
上
を
通
過
す
る
。
こ
の
水
路
は
、

「
キ
ャ
ッ
プ
・
ボ
ン
運
河
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
北
部

地
域
に
あ
る
幾
つ
も
の
ダ
ム
か
ら
集
め
ら
れ
た
水
が
、

こ
の
水
路
に
よ
っ
て
ボ
ン
岬
半
島
の
樹
園
地
の
灌
漑
用

水
、
ス
ー
ス
や
ス
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
中
部
臨
海
都
市
の

水
道
用
水
、
工
業
用
水
と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
。
現

代
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
支
え
る
水
の
幹
線
で
あ
る
。
ボ
ン

岬
半
島
で
の
灌
漑
農
業
を
劇
的
に
増
加
さ
せ
た
効
果
は

国
内
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
水
」
の
確
保
は
、

四
つ
の
遺
跡
か
ら
も
都
市
の
存
立
の
基
盤
だ
っ
た
と
言

え
そ
う
だ
が
、
現
代
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
も
変
わ
ら
ぬ
課

題
と
な
っ
て
い
る
。「
土
」
へ
の
対
応
を
含
む
、
よ
り

広
域
な
国
レ
ベ
ル
の
課
題
と
し
て
で
は
あ
る
が
…
。

農
の
国
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、

今
後
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
本
稿
を
終

え
る
こ
と
と
し
た
い
。

か
じ
わ
ら
ち
か
の
ぶ
・

農
林
水
産
省　

農
村
振
興
局

整
備
部　

設
計
課　

農
村
資
源
情
報
分
析
官

ザグーアンの泉（水源）から延びる水道橋

水道橋の横断面


